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研究成果の概要（和文）：ナイル河の西方地域における古代エジプト文化の影響を羊の頭部を持

つアムン神信仰の伝播と受容から確認した。具体的な例としてはカルガ・オアシスのナドゥー

ラ神殿、ダクラ・オアシスのアイン・アムール神殿、シーワ・オアシスのアムン神殿、そして

同地域に点在するその他の神殿群とサハラ砂漠地域の岩絵・線刻画が挙げられる。本研究は今

後さらに西方へと調査範囲を拡大し、北アフリカ全域を視野に入れた古代エジプト文化研究の

基盤となる。 
 
研究成果の概要（英文）：It has been confirmed that Amun adoration as an influence of the 
ancient Egyptian culture reached as far as the Sahara region beyond Egyptian western 
desert. Specific examples are Nadoura temple in Kharga Oasis, Ain Amur temple in 
Dakhla Oasis, Amun temple in Siwa Oasis, and scattered other temples and wall paintings 
or rock arts in the Sahara desert. It believes that this research will serve as a basis of 
comprehensive ancient Egyptian studies that covers not just Egypt but North Africa on the 
whole. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) エジプトにおける調査研究は、これまで
遺跡・遺構が集中するナイル河流域周辺が中
心であった。しかしながら、ナイル河から離
れた西方の砂漠地域にも、数多くの遺跡群が
存在していることが知られている。特に古代
エジプトの主神であり、古代エジプトの宗教
拠点テーベの守護神でもあったアムン神を

祀った神殿が、そこに複数存在している点は、
ナイル河流域で創造され、独自の発展を遂げ
た文化が周辺世界へと与えた影響力の強さ
を示している。 
 
(2) ナイル河谷から地理的に遠く離れている
西方砂漠地域は、人の住むことが可能なオア
シスが点在しているものの、基本的には極度
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に乾燥した自然環境を持つ苛酷な地域であ
る。そのため、長期間にわたる安定した現地
調査が困難な状況にある。このような条件の
下にある遠隔地では、碑文資料・壁画資料等
を素早く、簡単にデータ化する必要性が求め
られる。 
 
 
２．研究の目的 
(1) ナイル河西方地域における古代エジプト
文化の影響の痕跡を、主として羊の頭部を持
つアムン神信仰＝アムン神殿・アムン神の図
像に求め、古代エジプト文化の西方への伝播
とその文化受容に対する基礎的研究を行う
こと。 
 
(2) 制限された状況下において、記録・採集
することが困難な碑文史料・壁画資料等をデ
ジタル測量することにより、日本に持ち帰り、
研究の簡略化と時間的短縮化を図ることを
目指す。 
 
 
３．研究の方法 
(1) エジプト西方砂漠地域（ファイユーム、
バハレイア・オアシス、カルガ・オアシス、
ダクラ・オアシス、ファラフラ・オアシス、
シーワ・オアシス）から、リビア東部（ジェ
ベル・エル＝アウェイナート、ハールージュ、
エル＝ハサウナ）とリビア西部（タドラト・
アカクス）のサハラ砂漠地域までを踏査して、
主に神殿に描かれたレリーフと碑文資料、そ
して岩絵と線刻画資料のデータ収集を行っ
た。 
 
(2) 各地において採集した資料を日本に持ち
帰り、現地では肉眼で確認できなかった部分
を鮮明に見えるようにデジタル処理を施し
た。画像処理の経過と手法・手順は以下の通
りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      （画像処理前） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      （画像処理後） 
 
 
 今回使用したハードウェアは、Apple iMac 
Intel Core i7である。使用したソフトウェ
アは、Adobe Photoshop、Pixelmator、およ
び研究分担者（金谷）による自作ソフトウェ
アである。 
 分析の方法と手順は下記の通りである。 
①元写真の色分析（元写真をカラーで赤成分、
緑成分、青成分に分解する）を行う。 
②各色成分の中で明暗比（コントラスト）の
大きいものを抽出する。 
③目視で特に強調したい部分を明暗比強調
する。 
④明暗比の大きい色成分について輪郭抽出

を行う。 

⑤元画像と掛け算合成することによる画像

強調を施す。 

 
 
４．研究成果 
(1) 本研究では、ナイル河からみた西方地域
における古代エジプト文明の強い影響力を
アムン神信仰の伝播と受容から確認するこ
とができた。具体的な例としてはカルガ・オ
アシスのナドゥーラ神殿・エル＝グエイタ神
殿、ダクラ・オアシスのアイン・アムール神
殿・デイル・エル＝ハジャル神殿、シーワ・
オアシスのアムン神殿、そしてエジプト西方
砂漠及びサハラ砂漠地域の各地に点在する
その他複数の神殿群と岩絵・線刻画が挙げら
れる。本研究は、今後さらに西方へと調査範
囲を拡大し、北アフリカ全域を視野に入れた
古代エジプト文化研究の基盤となる。 
 
(2) 本研究の狙いのひとつであった「位置を
動かすことが不可能な巨大なレリーフなど
をデジタル測量により短期間で収集し、持ち
帰り、分析すること」については、昨今のデ
ジタルカメラ機能の充実度や三次元計測機



 

 

器の急速なポータブル化によって、その重要
性が薄れてしまった感があるが、本研究にお
いて、エジプト西方砂漠のオアシス地域とジ
ェベル・アウェイナート山やエル＝ハサウナ
を含むリビアのサハラ砂漠地域における踏
査の際に採集した資料のデータ化は、世界的
に見ても価値のあるものである。またそれら
を画像解析することによって、これまで肉眼
では確認不可能であった細部の把握が可能
となる。さらに、2011年初頭から始まった北
アフリカ情勢およびイスラーム世界の混迷
化は、世界中の研究者による当該地域へのフ
ィールドワークの実施を当分の間妨げる可
能性があることから、持ち帰った画像資料と
その分析結果の価値は高い。 
 
(3) 本報告書３の「研究の方法」の箇所で述
べた画像のデータ処理は、まだ途中段階であ
り、完成形ではない（その上、現地において
採集したデータ数は 1000 を超える）。分析が
必要である画像の全体像を浮かび上がらせ
るためには、さらなる科学的分析と研究者間
のセッションが必要となる。そのため、Egypt 
Exploration Society やバーミンガム大学考
古学・古代史学科をはじめ、国内外の専門家
の協力と意見を仰ぐ予定である。また前世紀
初頭に行われたエジプト西方砂漠地域調査
の未刊行資料を大量に持つロンドンの Lucy 
Gura Archive にも協力を求めている。 
 
(4) 本研究の実施期間中に、エジプト西方砂
漠における神殿の盗掘目的による破壊やリ
ビアでの岩絵の剥ぎ取りやペンキによる故
意の着色を目の当たりにした。人的あるいは
自然による破壊が進む文化財をデータとし
て保存することは、文化財保護の応急処置の
みならず、将来の研究材料として有効な手段
である。 
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